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長野県伊那市西春近は古くより城跡の多いところとして知られていました。 こ こ

数年来城跡に関して考古学的な方面からの調査が行われるようになってきて, 文 献

では不明であった点が次々と解明されてきました。

ここに報告します丸山城跡も地元の人々は城である事実を知っていました が, 誰

のもので,あ るかは誰一人として知 りませんでした。

この度,当地区が伊那西部土地改良事業の該当地区内であるとのことで,工 事 着

工以前に伊那市教育委員会が発掘調査を行った。

調査は昭和54年 5月 に行われ,多大な成果を穫ることが出来ました。 その成果 は

外堀,竪穴36基でありました。外堀の発見は本城跡が,内堀,中堀, 外堀の 3本 よ

り成 り立っていることを証明してくれました。また出土した陶磁器は鎌倉時代 の も

のが多い事実が判明しました。 このことは, 時代的にみて, 当西春近地区を支配し

た工藤 (小井ユ)氏に関係した城跡である事がある程度解明できました。

最後に調査書の出版にあたって, 調査に全面的に協力して下さった 南信土地改良

事務職員一同,直接, 現場に於いて, 調査指導下さった調査団の諸先生, 土にまみ

れて,働いて下さった発掘作業員の皆様に心より感謝致します。

昭和55年 3月 4日

伊那市教育委員会

教育長 伊沢 一雄



几  例

1。 今回の発掘調査は西部開発事業に伴なう, 土地改良事業で, 第 6次 緊急発掘調

査にもとず く報告書とする。

2.こ の調査は,県営畑地帯総合土地改良事業に伴なう緊急発掘で, 国, 県, 市の

補助金のもとに, 事業は長野県南信土地改良事務所の委託により, 伊那市教育委

員会が実施した。

3.本調査は昭和54年度中に業務を終了する義務があるため, 報告書は 図版を主体

とし文章記述もできるだけ簡略にし, 資料の再検討は, 後日の機会にゆずること

にした。

4。 本文執筆者は,次のとおりである。担当した項目の末尾に氏名を記した。

飯塚政美,友野良一

◎図版作製者

○遺構及び地形

友野良一,飯塚政美

○陶磁器実測  小木曽清

○石器実測  根津清志 。飯塚政美

◎写真撮影

○発掘及び遺構

友野良一,飯塚政美

○遺物  友野良一・飯塚政美・小木曽清

5。 本報告書の編集は主として,伊那市教育委員会があたった。
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第 I章 遺跡の環境

第 1節 位 置

丸山城跡は長野県伊那市大字西春近南小出に,ま た,大田切川左岸河岸段丘上,天竜川右岸第二

河岸段丘面,さ らに権現山麓よりの押し出した接点面に位置している。城跡の現況は畑や山林に利

用されている。

丸山城跡に至るまでの経路は単純でわかりやすい。国鉄飯田線下島駅を降りて,西を眺めると,

信盛寺の山門が見える。この道路を西へ登り坂を50m程行くと,二俣に分れている地点に着く,こ

の地点で順路を南にとり,登 りつめた北側の山林地帯が城跡である。

第 2節 地形・地質

伊那市西春近地区の地形は天竜川右岸河岸段丘にそって南北に細長く縦谷状地形を成している。

天竜川に流れ込む支流は北より小黒川,戸沢川,小戸沢川,大田切川,猪ノ沢川,藤沢川,堂沢川

等々の小河川が存在し,こ れらは天竜川と接する地点で解析状地形を成し,高い段丘を形成してい

る。なかでも本遺跡地に密接な関係のある大田切川について述べてみることにする。「犬田切 り||は

伊那市西春近権現山の南の谷を直線的に流れて,沢渡で天竜川に注いでいる。全長約 6 km,谷川で

洪水に急速に出水して下流部は荒廃がはなはだしい。」 (註 1)

当遺跡地の存在する長野県伊那市西春近南小出地籍は,西は権現山塊 (1,749m)をまともに仰ぎ

見るのが可能である。犬田切川は前に述べたように大部荒れたと見えて,各種の花聞岩礫層の上に

ローム層が堆積している。表土面から礫層までは浅く, 2m程で同層に達している。これは同河川

が新しい時期まで不安定な状態を成していたことを物語ってくれる。

第 3節 歴史的環境

伊那市西春近地区は木曽山脈に連なる権現山麓よりその源を発し,西から東へ流れて,天竜川と

合流する多くの支流が見られる。これらの小河川の両岸には,西へ行く程,高低差が少なく,東ヘ

行くに従って,その高さを増していく河岸段丘が発達している。特に天竜川に接する地点は高さ20

～30数mにも及ぶ段丘を成し,こ の状況を一般的に解析地形と呼んでいる。このような自然的条件

に恵まれているために,数多くの遺跡が認められ,現在,確認されただけで78カ所に及んでいる。

今後の遺跡の増加の可能性は極めて多い。その存在場所は山麓に近い地点に増加するものと思われ

る。特に,最近注目されだした中世の城館址は山城的なものを除いて,解析地形の富んだ地点に数

多くみられ,自然を巧みに利用してある。現在確認されている城館l■は山本の殿城,城の小出城 ,

村岡の唐木弥七宅の東側,村岡の荒城 (一説は新城とも言う),下島のフブキ垣外,南小出の内城,

南小出のタカノの敷地内,南小出の丸山城跡 (今回発掘した)。 表木の表木城, 諏訪形の安岡城 ,

柳沢の物見ヤ城である。
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第 1章 遺跡の環境

ここで,各時代の代表的な遺跡を第1図より列記してみると次のようになる。縄文早期時代の遺

跡としては,②細ケ谷B,⑬百駄刈,①児塚,⑤山の根:縄文前期としては,⑩上島下,⑪上島,

縄文中期としては,⑫北丘B,⑦常輪寺下,縄文後期としては,⑬百駄刈,⑫中原,⑫北丘B,縄

文晩期としては,②城平,⑤山の根,⑮大境,⑬百駄刈,②細ケ谷B,①菖蒲沢,弥生時代後期と

しては,⑤山の根,⑥山本,③上村,⑮南丘A,⑫富士山下,⑩安岡城,⑩城の腰,④横吹,⑫和
手,〇上手南,土師器としては城平上,城平,山の根,常輪寺下,上島,大境,百駄刈,細ケ谷B,

中村東,自沢原,名廻,名廻東古墳,名廻南,児塚,鎮護塚東古墳,南小出南原,薬師堂,唐木原,

唐木古墳,北丘A,南丘B,南丘A,山の神,上の塚,下小出原,天伯原,表木原,菖蒲沢,富士

山下,富士塚,広垣外 1,広垣外 2,鳥井田,高遠道,西春近南小学校附近,安岡城,城の腰,横

吹,和手,宮入日,寺村,須恵器としては,城平上,城平,山の根,常輪寺下,北条,上島,大境

百駄刈,細ケ谷B,自沢原,名廻,名廻東古墳,カ ンバ垣外,南小出南原,薬師堂,唐木原,唐木

古墳,南丘A,上の塚,天伯原,表木原,菖蒲沢,富士山下,富士塚,広垣外 1,広垣外 2,鳥井

田,高遠道,安岡城,城の腰,横吹,和手,上手南,宮入口,寺村,灰釉陶器としては,天狗上 ,

城平上,城平,山の根,上島,大境,百駄刈,自沢原,名廻,名廻南,カ ンパ垣外,南小出南原 ,

薬師堂,唐木原 ,.南丘A,天伯原,東田,下小出原,表木原,菖蒲沢,広垣外 2,鳥井田,高遠道

安岡城,和手であった。

昭和54年 12月 31日現在,今までに発掘調査された遺跡を各種の開発事業に附随して列記してみる

ことによる。ただし,遺跡によっては各種の事業が重複した場合には何回にも及ぶことがあるが ,

承解願いたい。

中央道関係では,細ケ谷B,百駄刈,山の根,北丘B,城平,大境,菖蒲沢,南丘A,富士山下

和手,自沢原,名廻,名廻東古墳,名廻南,南丘B,富士塚古墳,山寺垣外,城平上,山本田代遺

跡である。

大規模農道関係では北条,常輪寺下,小出城,浜射場,児塚遺跡である。

カントリー設置関係では浜射場遺跡である。

養蚕団地関係では菖蒲沢遺跡である。

西部開発土地改良事業では,上島,東方A,村岡北,村岡南,北条,常輪寺下,眼子田原,官の

原,中村,南村,東田,児塚,カ ンバ垣外,丸山,山の下,菖蒲沢,南小出南原, 細ケ谷 Aで あ

る。

工場団地関係では南小出南原である。先の方で述べた城関係では小出城,殿城,唐木弥七宅の東

側,荒城 (新城),フ ブキ垣外,内城,タ カノ敷地内,丸山である。

殿城は城平遺跡,唐木弥七宅の東側は村岡北遺跡,荒城は村岡南遺跡,フ ブキ垣外は中村遺跡 ,

内城はカンバ垣外遺跡,タ カノ敷地内は南小出南原遺跡,丸山は (こ の報告書), 等々, それぞれ

の遺跡の名前を使用して各報告書に発掘の成果を記載してある。報告書の詳細な点は第 V章まとめ

の参考文献を見てもらいたい。 (飯塚政美)

参考文献

註 1 上伊那郡誌 (自然篇)



第 3節 歴史的環境

遺跡の名称

(1)城平上 (2滅平 (3)常輪寺址

(4)宮林 (5)山 の根  (6)山本

(7)常輪寺下 (8)上村 (9)北条

00上島下 0ゆ上島 02東方B

00東方A 00村岡北 09村岡南

00大境 0つ中原 00百駄刈 09

西垣外 00糸田ケ谷A ID細ヶ谷

B 12小出城 0め宮ノ原 00浜

射場 OD中村 00中村東 0つ山

寺垣外 00白 沢原 09名廻

00名廻西古墳 00名廻東古墳

00名廻南 00児塚 ω麒護塚西
古墳 ∝膜護塚東古墳 00カ ン
パ垣外 OD丸山城跡 00南小

出南原 09薬師堂 001■木原

回唐木古墳 0北丘B O北丘

A 

“

り北丘C eD南丘B 10南

丘 A 

“

つ南丘 C 01艮 田原 00)

山の神 60上の塚 60沢渡南原

60下小出原 60天伯原 60南村

60東田 60天伯 6つ下小出原

ω井の久保 69表木原 60山 ノ

下 ω菖蒲沢 60富士山下 60
富士塚 641/A~垣外1 60広垣外

2 60鳥井田 0つ高遠道 60西

春近南小学校附近 60安岡城

001dの腰 CD横吹 ②和手 1731

上手南 ぐり宮入口 側時村 00
下牧 ぐ71T牧経塚 00山本田代

:

第 1図 位置及び西春近地区遺跡分布図
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第I章 発掘調査の経過

第 1節 発掘調査の経緯

西春近地区の西部開発事業 (県営畑地帯総合土地改良事業)は昭和48年度の上島,東方部落,昭

和49年度の東方,村岡,城,山本部落にわたって行われてきました。昭和51年度は沢渡の上段地区

が該当しました。昭和52年度は南小出,宮の原,中村部落にかけて行われました。昭和53年度は柳

沢,自沢,南小出地区が該当しました。本年度は南小出,諏訪形,細ケ谷地区が該当し,特に,南

小出の丸山城跡は遺跡地と思われる地区が数年来の荒地となっていたので,地主と相談して若葉の

美しい5月上旬から下旬にかけて,発掘調査に着手致しました。

発掘着工以前に南信土地改良事務所より委託する旨が伊那市教育委員会へ通知されました。市教

育委員会では,その件について承諾しましたので,市教育委員会を中心に,丸山城跡発掘調査会を

結成し,こ の中に調査団を含めて業務を行うことにしました。

南信土地改良事務所長と市長との間で「埋蔵文化財包蔵地発掘調査委託契約書」を締結し,契約

後,ただちに発掘準備にとりかかった。

第 2節 調査の組織

丸山城跡発掘調査会

調査委員会

委 員 長  伊 沢 一 雄  伊那市教育委員会教育長
副 委 員 長  福 沢 総 一 良「  伊那市文化財審議委員会委員長

委   員  赤 羽 映 土｀ 伊那市教育委員長
 ヽ   向 山 辻 雄  南信土地改良事務所長

調査事務局  北 村 忠 直  伊那市教育委員会前教育次長
ク    三 沢 昭 吾      ク    教育次長
ク    石 倉 俊 彦      ク    社会教育課長
ク    有 賀   武      ク     ク 課長補佐
ク    米 山 博 章      ク     ク 前係長
ク    武 田 則 昭      ク     ク 係長
ク    沖 村 喜 久 江      ク     ク 主事

発掘調査団

団   長  友 野 良 一  日本考古学協会会員
副 団 長  根 津 清 志  長野県考古学会会員
ク   御 子 柴 泰 正    ク
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第 2節 調査の組織

調 査 員
//

塚 政

沢 幸
畑 辰

木 曽
日 徳

美
　
一　
雄

清

明

飯

福

田

小

春

ク

　

タ
　
　
ク

長野県考古学会会員

//

//

宮田村考古学友の会会長

大正大学学生

第 3節 発 掘 日 誌

昭和54年 5月 4日  発掘現場の下見,その整理,発掘器材の点検,修繕を行う。

昭和54年 5月 7日  テント及び発掘器材を現場まで運搬する。運搬終了後直ちにテント張りを実

施する。幾年も荒らしてあったために,雑草 (特に茅の繁茂が著しい)の刈り取りに時間を費やし

てしまう。茅を切り倒していく途中で,き じや各種の小鳥の巣がしばしば見受けられた。

本日は一日中,いまにも雨が降り出しそうな天候で5月 にしては肌寒い一日であつた。顔なじみの

作業員はひさしぶりの顔合せを喜こんでいた。

昭和54年 5月 9日  本日より本格的な発掘調査を実施する。グリット名は東を I区 とし東から西
へ 1～21南から北へA～ 1,と 決めて,そのグリット掘りを進めていく。遺物の出土はほとんどみ

られず,と ころどころにピットの跡がみられたが,攪乱の状態が著しくて,その性格は把握できな

かった。

昭和54年 5月 10日  グリット掘りを西へ,西へと掘り進めていくが,遺物の出土はほとんどみら

れず,あたリー面に攪乱の状態が著じるしかった。もう,本発掘地区には遺構は何も存在しないの

ではないかと思われる程であった。耕上の深さは西へ行くに従って,ゆるやかな角度で浅く成りつ

つあった。

昭和54年 5月 11日  本

日もグリット掘 りを,さ

らに西へ,西へと拡張し

ていくと,午後になって

南北に幅 4m位の範囲で

黒々とした落ち込みがみ

られ,当初より期待して

いた堀址の発見となった。

この時の様子は期たるべ

きものがきたという感じ

がした。

昭和54年 5月 12日  堀

址のプラン確認を行 う。

プランは南北に細長く,
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第Ⅱ章 発掘調査の経過

伸びているようである。遺物の出土は相変らず,何もみられなかった。堀は若干蛇行状を描き,南
のわずかな沢へ抜けているようであるが,確定的ではないようであった。

昭和54年 5月 15日  堀のプラン確認に全力を注ぎ込む,こ の附近は耕土が浅く, ローム層面まで
約10～ 20cm前後となっていた。従って, ローム層面中に桑の根がくい込んでいて堀の壁面をいため

ずに,掘 りこぐのに難渋した。

昭和54年 5月 16日  堀のプラン確認に全力を注ぎ込む,夕方まで,堀址の全体的なプラン確認が
できた。いよいよ,明 日より掘り下げを開始する段取りとなったが,はたして何が出るか,昼過ぎ
からくもり出して,明 日の天気が′い配の種である。ボツボッ田植えが始じまってきたようである。
昭和54年 5月 18日  堀の掘り下げを進めていくとともにその拡張をしていく。掘り下げていく工
程で,堀のなかへ最後まで一輪車が入るような方法で掘り下げを実施していくが遺物の出土は何も
みられなかった。

昭和54年 5月 19日  堀の掘り下げを進めていく,掘 り下げは北側から南へと向って進 めてい く
が,遺物の出土は何もなかった。ただ,堀底は大般に東西に平坦で,南から北へと傾斜しており,
段丘崖へ抜け出る附近は深くなっていた。

昭和54年 5月 21日 堀の掘り下げを実施する。掘り下げを南へ,南へと進めていくが,遺物はわ
ずかに陶器片や鉄くそ,砥石等の出上がみられた。

昭和54年 5月 22日 堀の掘り下げを実施する。
昭和54年 5月 23日  堀の掘り下げを実施する。
昭和54年 5月 24～25日 堀の掘り下げを実施する。
昭和54年 5月 26日 堀の掘り下げを実施する。
昭和54年 5月 28日 堀の完掘及び,堀の壁面近くに存在する Pl～ P21ま での遺構の掘り下げ,
完掘を終了する。ピット内からは何も出土せず,時代,あ るいは何を意味する遺構かは不 明であ
る。P22～ P36ま での検出及で完掘終了。

昭和54年 5月 29日  堀址の清掃及び,Pl～ P21,P22～ P36ま での清掃,堀址とPl～ P36ま
での写真撮影を終了する。P22～ P36ま での平面及び断面実測を行う。

昭和54年 5月 31日 発掘器材の整理,テ ントの取りこわしを実施する。全測図の作製,全測図の
なかへ堀の地形が判明するように縦断図,横断図が作製できるように考えてつくる。堀址とPl～
P21ま での平面及び断面実測を終了する。

昭和55年 1～ 2月  図面整理,原稿執筆,報告書の作製,報告書を印刷所へ送る。
昭和55年 3月 報告書の刊行                        (飯 塚政美)

作業員名簿 平沢公夫,池上大三,平沢平治,赤羽幸寿,唐木淳,唐木馨,酒井とし子,北原幸
子,北原一喜,酒井富江,中村美さを,原修一,後藤重美,登内政光,井 日はる子,工藤りよ子,
有賀鬼久雄,酒井達雄,大野田三千代,(敬称略順不同)
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第 1節 城郭址と堀址

第 1節 城郭址と堀址 (第 2～ 3図 ,図版 2～ 5)

本城郭址は古くより丸山と呼ばれていること,ま た,堀址の存在からして,城のあったことは明
らかであった。また,こ の地を中山城と呼んでいることを筆者はつい最近地主から耳にした。これ

は,単状的なものではなくて,類推するに,外城,内城と言うものがあって,一つのグループ的な

城郭群を成していることと思われる。

外城と言う字名は不詳であるが,内城というそれは,本城郭の北側,細窪と言う洞をへだてた北

側に現に存在している。由来,伝承,概説的な説明はこのくらいにして次に,城郭址の構造につい

て述べてみたいと思う。

今回の発掘調査を実施するまでには堀址は 2本確認されていたので,外郭部,内郭部の二つの郭
より成り立っていると考えられていたが,今回の調査によって,新らたに西側に堀址が,発見され
たため,内郭,中郭,外郭の三つの郭を有する構造になっていることが明確化してきた。まず, 自

然的な地形を考えてみるに,南側は大田切川左岸河成第 1段丘面と,西から東へ流れる小さな沢に
よって区切られ,東側は天竜川右岸第 2河成段丘面には先に述べた細窪という洞によって区画的な

様相を成していた。

標高は 3郭 とも674m～668m位の範囲内に含まれる。比高は 6m位を測定できる。構築方法とし
ては,東・北 。南の三方面は自然的地形を巧みに利用し,西側は前の用件に適合していないので,
南北に 3本堀を掘 り,よ リー層強固な防衛対制をとれる様なかっこうになっている。

内郭部は,最 も東側に位置し,南側は北高10m位 ,東側は比高30m位,北側は比高18m位の高い

河岸段丘の突端部に存在し, 西側は内堀によってその境界を成して い る。 内郭の平坦面は標高は
668m位 の範囲内,規模は南北45m位,東西27m位をそれぞれ測定できる。
平坦面の中央部よりやや北側によったところに,石祠が祭られていたが,銘が判明しないので,
直接本城郭に結びつくかは不明である。用地外であったために発掘調査は不可能により,ただ測量
だけにとどめておいた。この区域内は最も発掘調査を実施したい場所であったことは否めない。現

在は唐松林に利用されていた。

中郭部は内郭部と外郭部の間にはさまれた位置に存在し,東側は内堀,西側は中堀によって,一
応,区画的なかっこうをとっている。規模は南北45m位,東西22mを測定でき,標高は669m位の範
囲内に含まれほとんど平坦であった。現在は南側では唐松林,北側は竹林,一部分ではあるが墓地
にそれぞれ利用されている。用地外であったために内郭部同様に発掘調査は不可能であった。墓地

造成の際に,地中から多量の遺物出土があったと,地主から聞いたが,その遺物は昔だったので,
捨ててしまって現在は何もないとのことであった。現在残っていれば,あ る程度時代的な判明が,
できたものであろうが,本当に残念なことであった。

外郭部は城郭址のなかでは最も西側,東は中堀,西は外堀とにはさまれたところに位 置 して い
る。規模は南北66m位,東西71m位を測定できる。この地を実際に発掘してみたところ,遺構らし
きものは外堀と,外堀の結末に接して西から東へ流れる川筋,外堀の壁面や,その近 くに存在する
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第Ⅲ章 遺  構

第 1号竪穴から第21号竪穴,第28号竪穴から第36号竪穴,外堀の外側に検出された第22号竪穴から

第27号竪穴であった。遺構のうちで竪穴については後でふれるから今回は省略させて
いただくこと

にする。川筋は明らかに流れたとみえて砂の堆積が多量にみられた。これも用地外
へと続いている

ので発掘不可能であった。

この川筋は近年城郭址を発掘調査して,しばしばみられる井を引いてきたものと思われ,いわば

井筋の一種ではないか。ただ,遺物の出土は何もなかったので,確定的なものではないことをここ

に記しておこう。

内堀は大部分が埋ってしまって,その構築当時の規模は把握できないが,現存する規模では,上

面幅4m,下面幅 lm程,深さ3m程を測定できる。北側は細窪の洞へと,南側は小さな沢へと抜

け出ている。地主に聞くと,以前は,現状よりも深く断面はきわだった薬研状になっていたそうで

ある。

中堀も,内堀同様に埋ってしまっていた。現存する規模では上面幅8m程,下面幅2m程,深さ

3m20cm程を測定できる。北側は細窪の洞へ,南側は小さな沢へと抜け出ている。

外堀は発掘調査によって初じめて確認された。表土面より40～50Cm位下ったソ
フトローム層面を

掘り込んで構築してある。その規模は上面幅では3m～ 5m50CIll程 ,底面幅は2m～3.5m程を成

し,深さは50CIll～ lm位の範囲内に含まれている。平面プランは南北に細長く,大般直線上にはな

ってはいるが,中央部附近と思われるところで,やや屈曲している。深さは,やや北側へ傾斜し,

北側の細窪という洞の段丘崖と接する地点では幅も広く,深 くなっており,一般的な堀の
つくり方

と同様であった。底面はハードローム層より成り立っていた。堀の南側の端末は円形状
にカープを

描き,終 りとなっていた。この部分が,おそらく入口だと思われる。壁面は竪穴の存在するところ

を除いて,大般かたく,なだらかな傾斜を成していた。堀のつくり方としては箱薬研に属すると思

われる。竪穴と外堀は関係のある遺構か否かは,現在のところ不明である。

遺物は覆土中より縄文時代の石器が出土した。これは飛び込みと思われて,直接本遺構とは何ん

ら関係ないと思われる。本遺構に結びつく遺物としては鎌倉後期古瀬戸灰釉四耳壷,鎌倉後期美濃

こね鉢,鎌倉後期古瀬戸灰釉印花文瓶子,鎌倉後期古瀬戸灰釉合子,室町中期古瀬戸灰釉平茶碗の

陶器片の出土をみた。石器としては砥石の出土があり, これは全て,中世と思われる。

最後に,外堀,中堀,内堀は同時期に構築されたものかは,内堀,中堀の構築状態がわからない

ので不明である。出土した遺物より本城郭址は鎌倉後期から室町中期に盛えたものと思われる。

遺物の出土量が少ないことから本城郭址は居館的なものではないと考えられる。 (飯塚政美)
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第 4図 堀址地層図

第 2節 堅穴 (第 3図・ 5図 ,図版 2～ 5)

竪穴は発掘地区のなかで部分的に展開し,外堀の壁面及び,その近くに30基 ,外堀の西側に集中
して6基,全部で36基検出された。竪穴の全般的な諸特徴,お よび諸々の問題等については第 1表

竪穴要目一覧表 (抄)に ,述べられているので照合されたい。

竪穴要目一覧表 (抄)は ,そのプラン,形態,遺構,共伴遺物,特徴等について記し,比較検討
に便ならしめた。一覧表の見方については項目的に簡単な内容の説明を附記し,同時に若干の説明

をしておくことにする。

プランは平面,断面形の 2方向から考えてみた。法量は大きさと深さを表示し,状態は床面と壁

面を綿密に記しておくことにする。竪穴に伴な附随的なものとして, ピット,配石の有無を記して

おくことにする。

遺物は出土陶磁器と石器の項目を設けておく,陶磁器はその出土した形,あるいはその量,及び

産地,時代的による位置づけをしておく。石器はその名称をつけてある。備考については竪穴の諸

特徴について,簡潔にしておくことにする。

図番号及び,図版番号,出土陶磁器図版番号,出土石器図版番号は,その番号のみを記しておく
ことにする。                                (飯 塚政美)
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第Ⅲ章 遺   構

第 1表 堅穴要目一覧表 (抄)

第 :表 竪 穴 要 目 ― 覧 表 (抄 )

穴

　

号

竪

　

番

プ ラ ン 法   量 状 態

小 穴 蘭

遺 物

備   考 図番号 図版番号
出土陶磁

器図版番号

出土石器

図版番号平 面 断 面
径(m)
東西X南北

深

ｍ
床 壁

器
船
磁
定
陶
批 石 器

1 隅丸方形 不明X128 む

く

凹

た

央

か

中 外傾軟弱
東壁ナシ 外堀
を切っている

2 円 形 状 103X125
かたく
水平

外傾軟弱 6

長円形状 65X150 軟弱
中央凹む

外傾軟弱 6

4 隅丸方形 90X90 む

く

凹

た

央

か
中 かたく外傾 6

ビット状 6

長 円 形 80X155 む

く

凹

た

央

か
中 外傾軟弱 ピットあり

不整円形 114× 148
か

段 内彎軟弱 ピットあり

陶 形 1∞ X158
た
平

か

水 榔 あり

隅丸方形状 不明XHl む

く

凹

た
央
か
中 外傾かたい 札

陽
献
め

東壁ナシ 外堀
を切っている

長円形状 55X140
かたく
中■断 r 外傾かた

い

円 形 状 150X138
た

平

か

水
外傾強い
かたい

7

円 形 状 110X155
かたく
中央凹む

内胃気味
かたい

長円形状 1"X191
かたく
中央凹む

味晰
弱
内

軟

ビット状 60× 80

ピット状 80×79

ピット状 70× 75
かたく
中■断 r 内彎軟弱

ビット状 71Xl∞
かたく
中央凹む

垂直かたい あり

ピット状

円 形 状 110Xl10 中央凹む

軟弱
内彎かたい

円 形 状 180X179
かたく
水平

外傾軟弱 ビットあり

円 形 状 11lX132 軟弱
中央凹む

急傾斜
かたい

ピットあり あり

隅丸方形状 145× 1∞
かたく
凹凸あり
服
鵬

ピットあり 古瀬戸灰釉 |

合子(餞倉後期)

隅丸方形状 92× 165
軟弱
凹凸あり

内彎気味
凹凸少ない

中国青磁碗(南北朝) 覆麟日4

隅丸方形状 107X99 軟弱
凹凸あり

粗
内彎気味

構 円 形 55Xl∞
かたく
彎曲状 轡

く

内
杜
獅

5

精 円 形 100X139
かたく
大般水平

かたく
内彎気味

ピットあり ■
'日

1 5

精 円 形 42X79
かたく
大般水平

かたく
外傾気味

焼 土 5

不正円形状 176× 181
く

少

た

凸

か

凹
外傾気味
段あり

ピットあり 3

不正円形状 88Xl10
かたく
水平

外傾軟弱 ビットあり

隅九方形状 不明X140
かたく
太平

外傾軟弱 あり
西壁ナシ 外堀
を切っている

ビット状 47× 110
中央凹む
かたい 外傾軟弱

8

だるま形状 158X150 水平
かたい 外傾軟弱

8

円 形 状 94XHl かたく
水平 内彎段あり 8

円 形 状 不明×32
く

大

た

凸

か

凹 外傾凹凸大 ピットあり
東壁ナシ 外堀
を切っている

8

円 形 状 78X80
た

平

か

水 外傾軟弱 ピット状

隅丸方形状 不明X130 む

く

凹

た
央
か

中 内彎軟弱
西壁ナシ 外堀
を切っている
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第 1節 陶 磁 器

第26号竪穴

。′
第23号竪穴

第 5図 第22～27号竪穴実測図

第Ⅳ章 遺 物

第 1節 陶 磁 器 (第 1表,第 6図 ,図版10)

今回の調査で出土した陶磁器は,約20点で,大部分断欠品である。陶磁器の種別をみると,古瀬

戸系45%,瀬戸系40%,美濃系 5%,中国系青磁 1%,唐津物 1%であり,古瀬戸系が約全体の50
%近 くをしめている。

時代的にみると,鎌倉中期10%,鎌倉後期35%,南北朝5%,室町中期 5%,室町後期 5%,江
戸期40%である。

器形からみると, 日常食器類,(雑器類)貯蔵用の器,仏具類, 祭器類と, 日常生活に欠くこと
のできない用途をもった器の出土が注目されよう。その他の説明については次頁 (16頁 )の第 2表

出土陶磁器一覧表を図版10の 出土陶磁器と照合して比較検討して下さい。

第 6図の(1)は外堀より出土した古瀬戸灰釉合子の底部破片であり鎌倉後期に属している。第 6図

の(2)は第22号竪穴より出土した古瀬戸灰釉合子の底部破片であり,(1)と 同様,鎌倉後期に属してい

る。 (1～ 2)は ともに仏器類に利用されたものと思われる。(2)は糸切り底になっていた。(3)は外

堀出土の美濃産のこね鉢底部破片であり,鎌倉後期に属している。日常雑器類に含まれる。に)は江

戸期に属するルス釉大鉢の底部破片であり,グ リットより出土している。(3)と 同様日常雑器と思わ

れる。釉は織部焼に類似したような光沢をもっていた。

一- 15 -―
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図版 番号
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第 2節 石器 (第 7図 ,図版11)

今回の発掘で出土した石器の総数は15点である。

打製石斧 (第 7図 (1～ 5)

ツ 善
金)

古瀬戸灰釉四耳壺

美濃こね鉢

古瀬戸こね鉢

古瀬戸灰釉印花文瓶子

古瀬戸灰釉合子

//

中国青磁碗

古瀬戸灰釉平茶碗

古瀬戸天目茶碗

ルス釉大鉢

瀬戸碗

唐 津

10cm
4

第 6図 出土陶磁器実測図

胴 部

口縁部

底 部

口縁部

胴 部

第2表 出土陶磁器一覧表

名 称  器 型  1部 分

(e-ro) | ,,

(8～ 9)|グ リット

(4～ 8)| ク

//

(4～ 5)

//

(3～ 4)

(4-8)

(2～ 3)

4

-16-



第 2節 石   器

打製石斧は 5点出土,(1～ 3, 5)は外堀,(4)は グリット内よりそれぞれ出土している。
(1)の上部は欠損している。石斧の形は短冊形(1～ 3, 5),下部がわずかに開く撥形 (4)の
二つに分類できる。祭J離面は石器の周囲にまんべんなくゆきとどいている。

石質は硬砂岩 (1, 4～ 5),緑泥岩 (2～ 3)を利用してあった。重量は (1)は140g,(2)
は160g,(3)は 190g,(4)は 180g,(5)は 260gでぁった。

砥石 ((第 7図 (6～ 15))

砥石は10点出土,(6～ 10)は外堀,11～14)は第23号竪穴,(15)は第26号竪穴よりそれぞれ出

土している。上部欠損 (6,13)上,下部 2面欠損 (6, 9～12,15)完型品 (7～ 8,14)であ
った。

石質は全て,軟砂岩であった。使用面が両面使用 (6～ 8,13),四面使用 (12),片 面使用 (9
～11,14～15)であり,使用した跡が全般的に顕著であった。

重量は (6)|ま210g,(7)|ま 140g,(8)ヤま120g,(9)|ま 60g,(10)ヤ ま40g,(11)|ま58g

(12)は60g,(13)は80g,(14)は30g,(15)は70gを測定できる。

(15)の 表面は赤く焼けていた。(6～15)は全て,中世に属すると思われ,その重量からして携

帯用のものと思われる。砥石の内では中研や荒研のうちに属していると思われる。 (飯塚政美)

…… 17 -―
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第V章 ま と め

丸山城跡は昭和54年度,伊那西部土地改良事業 (県営畑地帯総合土地改良事業)地区内に該当す

るとのことで,事業着工以前に発掘調査を行った。調査についての成果は,いままでの文献上に記

されている事実と,両方面から,一応まとめてみたいと思います。

(1)丸山城跡の地形的景観について

城跡の東側は天竜川が南北に流れ,右岸第 2段丘面上に,北側は細窪 (はそくば)と 呼ばれてい

る深い洞,南側は大田切川左岸第 1段丘面,す ぐ近くに,西方の自沢部落より続いている沢が東西

に走っている。総合的にみてみると,南 0東・北は自然的要因による沢及び川を利用し,西側は南

北に3本 (内堀,中堀,外堀)の堀を人工的につくり,防衛的体制をよリー層強化なものにしてい

る。

(2)遺構について

今回の発掘及び現存している遺構についてであるが,いままでにわかっていた遺構は,堀が 2本

だけであった。今回の発掘で新たに堀が 1本発見され,本城郭は内堀,中堀,外堀の3本より成り

立っていることが判明した。さらに,発掘により36基の竪穴の発見があった。現存するの として

は,本郭の東側に帯郭がみられたが,土塁は全く現存していない。ただし,構築当初にはそれがあ

ったかどうかされ,全 く不明な状況であった。次に発掘によって検出されたもの及び現存している

遺構について,簡単にまとめてみようと思う。

“

)堀

外堀,中堀,内堀の 3本存在していることが確認された。外堀の実態は今回の発掘調査でわかっ

たが,中堀と内堀は埋ってしまっていて,その正確なる実態はつかめなかった。外堀,中堀,内堀

の詳細な状態は第Ⅲ章遺構第 1節城郭址と堀址に述べられている通りである。

竪 穴

本遺構は全部で36基模出された。これらを各項目別に分類して,統計的にまとめてみると次のよ

うになる。平面プランが隅丸方形のもの 8基,円形状10基,長円形状 4基, ピット状 7基,不整円

形状 3基,楕円形 3基,だ るま形状 1基であった。

規模では切 り合い関係があって,片方が不明なもの 5基,大きさは東西・南北の 2方向からみる

と,東西の 1辺が50Cm以下のもの 2基 ,50Clll～ lmの もの16基, lmか ら50CIn以下のもの11基, 1

m50CDl以上のもの 1基であった。南北の 1辺が50CInからlmの範囲内にあるもの12基, lmか ら 1

m50Cmの 範囲内にあるもの16基, l m50Cln以 上のもの 7基であった。

深さは50Clll以下のもの19基,50Cmか らlmの範囲内に含まれるもの13基であらた。遺物の出土し

たのはわずかに 2基だけであり,陶磁器としては第22号竪穴より鎌倉後期古瀬戸灰釉子,第23号竪

穴より南北朝青磁碗の出土がみられ,したがって,こ の 2つの竪穴はそれぞれの時代決定が可能な

ものと思われる。
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第V章 ま と め

(3)丸山城跡を取り囲く附近の城跡について,附近の人は本城跡を中山城と呼んでいる。

“

)城平 (殿城とも言う)
山本部落の南・諏訪神社の北側,自山社と呼ばれている社の裏山にあり,堀が現存している。昭
和47年度中央道発掘調査 (註 1)の折りに, この近くを掘ったところ,遺構としては地下倉址 3,
客址2,遺物としては内耳土器片,黄瀬戸系陶器片,北宋銭,南宋銭,明銭の出土があった。山城
の形態が強く,山頂に登ると,上伊那の大部分が手にとるように見え, どうも,峰台的に利用した
可能性が強いように思われる。

lpl 小出城 (本城とも言う)

城部落の南,戸沢川の右岸段丘面にある。現在は堀,土塁が残っており,小出氏の居城と伝えら
れている。昭和49年度大規模農道開通の折りに,(註 2)城の西側の郭のはずれ一帯を発掘調査す
ると,ほぼ完型に近い内耳土器出土, この状態はどうも甕かぶり葬法に近いものと思われた。平山

城的な色彩が強い。

|ゆ 荒城 (新城とも言われ,報告書では村岡南遺跡となっている。)(註 3)
戸沢川の左岸段丘面,天竜川の右岸段丘面の合わさった地点にある。西春近北小学校のすぐ東側
の位置にあたる。東側に土塁が残っていた。昭和49年度西部開発事業の一環として発掘調査をす

る。遺構としては,外堀,内堀,柱穴群2,地下倉2,遺物としては中世陶器片 (古瀬戸鉄釉,黄
瀬戸菊皿)の出土があった。平山城に属していると思われる。

0 唐木弥七宅の東側 (報告書では村岡北遺跡となっている)(註 3)
当館址は発掘されるまで不明であった。天竜川の右岸段丘面,荒城のすぐ北側に位置し,唐木弥
七宅の敷地内にあった。昭和49年度西部開発事業の一環として発掘調査をした。遺構としては堀

址,遺物としては,内耳土器片,中世陶磁器片の出上があった。この近くの場所より明治10年頃の

開田の折りに,古銭 3,300枚程が出土した。開元通宝から朝鮮通宝まで各種にわたっていた。古銭
は桃山時代美濃産の鉄釉壷のなかに入っていた。平山城に属していると思われる。

③ フブキ垣外の城 (報告書では中村遺跡)(註 4)
北は戸沢川の右岸段丘,南は小戸沢川の左岸段丘,東側は天竜川右岸段丘の合わさった。地点に

ある。下島部落の西側段丘面が城である。発掘で確認され,いままでは知らなかった。昭和52年度

西部開発事業の一環として発掘調査を実施し堀址発見する。平山城に属していると思われる。

l・l 内城 (報告書ではカンバ垣外遺跡)(註 5)

北は小戸沢川,南は細窪という洞,東は天竜川右岸第 2段丘面にあり,昭和53年度西部開発事業
の一環として発掘調査を実施した。

遺構としては中世の竪穴住居址 2軒,竪穴21基,柱穴群4,客llL 2,井筋 1,溝状遺構 1,堀址

(内堀,中堀,外堀),井戸址 1,集石 1,遺物としては内耳土器片,中世陶磁片砥石,古銭,金属

製品, 自然遺物の出土があった。平山城に属していると思われる。

(D 細窪 (報告書では南小出南原遺跡と呼んでいる)(註 6)

南小出部落の東端,丸山城跡のすぐ南東に位置し,地形的にみてみると,南側は大田切川左岸段

丘面,北側は細窪と呼ばれている洞,東側は天竜川右岸第 2段丘面の合わさった地点にある。昭和

- 20-
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49年度タカノ株式会社土地造成の折りに発掘調査をした。遺構としては堀址,柱穴群の発見,遺物
としては中世陶磁片の出土をみた。

は)出土陶磁器について

陶磁器については,本文に詳細に述べてあるので,参照されたし,出土陶磁器は鎌倉中期,鎌倉
後期,南北朝,室町後期と続いている。その割合は第Ⅳ遺物,第 1節陶磁器の通りである。
したがって,割合比率の高いのは,その時期に最も繁栄したと考えてよかろう。江戸期のものは

後世の飛び込みと思われる。器形的には施釉陶器が大部分であるが,なかに混じって,こね鉢のよ

うな日常雑器や中国青磁碗のような伯来品も含まれていた。このことは,ある程度有力な武将が住
み,それにともなって, 日常生活をしていた事実を物語ってくれると思われる。ただ,数量的に少
ないのは,やはり,砦的な城跡で,長時間に亘って,住んではいなかったと思われる。つまり居館
的なものと考えなくても良いと思われる。

(5)存在時期について

この問題については結論的な意見は出せないが,出土した陶磁器の分類による時代決定,その出

土量によって,各時代の隆盛,衰退を考えてみなければならない。さらに三つの堀址の断面から推
測することも一手段と考えられよう。ただ残念なことに,内堀と,外堀は都合により発掘ができな
かったことは残念である。

(4)出土陶磁器からして,鎌倉中期頃に成立し,鎌倉後期,南北朝,室町後期まで存続したもの

と思われる。江戸期のものは後世の飛び入みと思われ,直接,本城跡の遺物とは関係ないものと思
われる。この時期的な変動は後で述べる(6)の誰れの城郭についてを参照していただきたい。

(6)誰れの城郭について

この問題を述べるには(4)の出土陶磁器について,(5)の存在時期についての課題と考え合せながら

比較検討を推進していかなくては問題解明に到達できないと思われる。

出土陶磁器によると鎌倉後期から室町中期に入ると考えられ,それとともに存在時期も前述した

同時期となると思われる。

この時代を歴史的に考えてみると小井二氏に関係していると思われる。小井二氏について,『建

武中興を中心とした信濃勤王史政』上巻 p83～ p87に よると次のようになる。小井二氏は平安時代

の終りごろ西春近に住み着き,最初は工藤氏と名乗っていたが小井ユに住んだことょり小井二氏と
途中から名乗った。鎌倉時代,室町時代を通じて盛えたが室町中期に大部分は諏訪の方へ移ってい
ってしまって,その後は衰退の一途をたどった。

以上からして,みると,小井ユ氏の築城した城のなかでも遺物の出土量は少なかった。したがっ
て,丸山城跡は中山城といわれるように,居館的なものよりも,む しろ,居館をとりまく,周囲の

防衛的な城であったことと思われる。すぐ,北側の城跡を内城と言っていることでは合点のいくと
ころである。内城,丸山,細窪の三つの城跡は単独ではなくて,一つの城郭群を成していたものと

思われる。であるからして,細窪は外城的な存在,丸山城跡は中山城的存在,内城は本城的な存在
価値をもっていたと思われる。

丸山城跡報告書作製に当っては,地元の故辰野伝衛氏 (生前に多くの資料を筆者に提供してくれ

―- 23 -―



第V章 ま と め

た),瀬戸市歴史民俗資料館長宮石宗広氏, 現場に何度となく来訪され, 適切な助言をして下さっ

た宮田村教育委員長向山雅重氏の各位に対して,心 より感謝の意を表するものであります。

(飯塚政美)
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